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いずもざき議会だより　　第83号　　平成26年４月21日

△は減額

平成26年度　当 初 予 算  　 53億  7460万円　3.8％　1億9610万円増
前年度比 2.2％ 7000万円増
前年度比 6.5％ １億2610万円増

平成26年度一般会計当初予算は、
慎重審議の結果、全会一致で可決いたしました。

特別会計
会計名 平成26年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5億9100万円 300万円 0.5％

介 護 保 険 事 業 7億3700万円 2670万円 3.8％

後 期 高 齢 者 医 療 5910万円 △　　190万円 △  3.1％

簡 易 水 道 事 業 3億1630万円 1億3960万円 79.0％

特定地域生活排水処理事業 1820万円 △　　150万円 △  7.6％

農 業 集 落 排 水 事 業 1億3910万円 △ 　1670万円 △10.7％

下 水 道 事 業 1億8720万円 1060万円 6.0％

住 宅 用 地 造 成 事 業 370万円 △ 　3370万円 △90.1％

　 計 　 20億5160万円 1億2610万円 6.5％
　※表示単位未満の端数整理により、合計と一致しないことがあります。

地域振興拠点施設建設事業
4362万円

中学校校舎外壁補修事業
2834万円

除 雪 機 械
2288万円

駅前の建設予定地 劣化による危険なひさし 平成２年購入のドーザー
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平成26年度　当 初 予 算  　 53億  7460万円　3.8％　1億9610万円増
一般会計　33億2300万円
特別会計　20億5160万円

一般会計の主な事業

歳出
33億2300万円

民生費
7億9449万円（24％）

民生費
7億9449万円（24％）

総務費
2億9854万円（9％）

総務費
2億9854万円（9％）

議会費
6206万円（2％）
議会費

6206万円（2％）
その他

1257万円（0.4％）
その他

1257万円（0.4％）

公債費
3億8568万円（12％）

公債費
3億8568万円（12％）

教育費
3億869万円
（9％）

教育費
3億869万円
（9％）

衛生費
2億1069万円
（6％）

農林水産業費
2億887万円（6％）

商工費
1億5811万円（5％）

土木費
6億3255万円
（19％）

土木費
6億3255万円
（19％）

消防費
2億5075万円
（8％）

消防費
2億5075万円
（8％）

歳入
33億2300万円

地方交付税
13億6100万円
（41％）

地方交付税
13億6100万円
（41％）

地方消費税交付金
4000万円
（1％）

地方消費税交付金
4000万円
（1％）

地方譲与税
2950万円
（1％）

地方譲与税
2950万円
（1％）

町税
4億1175万円
（12％）

町税
4億1175万円
（12％）

その他
8055万円
（3％）

その他
8055万円
（3％）

町債
2億9020万円
（9％）

町債
2億9020万円
（9％）

諸収入
7070万円
（2％）

諸収入
7070万円
（2％）

繰越金
3000万円（1％）
繰越金

3000万円（1％）

繰入金
4億1598万円
（13％）

繰入金
4億1598万円
（13％）

県支出金
1億7730万円（5％）

県支出金
1億7730万円（5％）

国庫支出金
3億4406万円（10％）
国庫支出金

3億4406万円（10％）

電源立地地域対策交付金
7196万円（2％）

電源立地地域対策交付金
7196万円（2％）

町営集合住宅建設事業
１億2930万円

出雲崎消防分遣所建設事業
１億81万円

子育て支援型集合住宅イメージ（ＪＡ跡地）

役場下の建設予定地
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中
野
　
勝
正 

議
員

Ｑ 

施
設
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

地
域
の
方
に
協
議
会
の
よ
う

な
も
の
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
町
直
営
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
ま
す
。

中
川
　
正
弘 

議
員

Ｑ 

施
設
は
ど
の
よ
う
な
目
的
に

使
う
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ 

出
雲
崎
の
情
報
発
信
基
地
を

主
目
的
に
し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
的

な
も
の
も
兼
ね
た
施
設
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
輪
　
　
正 

議
員

Ｑ 

建
設
に
あ
た
り
財
源
は
。

Ａ 

林
業
関
係
の
補
助
金
を
利
用

し
建
設
し
ま
す
。加

藤
　
修
三 

議
員

Ｑ 

金
額
が
高
額
で
す
が
内
容
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

面
積
は
30
平
米
で
土
木
関
係

の
国
庫
補
助
事
業
で
行
い
ま
す
。

　

男
子
ト
イ
レ
が
小
便
器
２
個
、

洋
式
１
個
と
手
洗
い
で
女
子
ト
イ

レ
が
洋
式
１
個
と
手
洗
い
で
す
。

他
に
多
目
的
用
の
ト
イ
レ
が
一
カ

所
で
す
が
、
今
後
、
施
行
の
段
階

で
変
更
も
あ
り
得
ま
す
。

中
野
　
勝
正 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ 

人
件
費
の
増
額
に
よ
る
も
の

で
、
昨
年
度
は
正
職
員
２
人
、
臨

時
職
員
１
人
で
し
た
が
、
今
年
度

は
正
職
員
が
３
人
に
な
っ
た
た
め

の
増
額
で
す
。諸

橋
　
和
史 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
と
の
違
い
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

Ａ 

中
越
沖
地
震
の
復
興
基
金
の

補
助
が
無
く
町
の
負
担
が
増
え
て

い
ま
す
。

田
中
　
政
孝 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ 

国
の
予
算
が
900
万
円
に
増
額

さ
れ
た
も
の
で
す
。

町
民
も
喜
び
を
実
感
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
育

児
相
談
な
ど
を
行
え
る
施
設
の
検

討
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ 

本
町
は
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
子
ど
も
を
産
み
や
す
く
、

育
て
や
す
く
す
る
環
境
を
整
え
て

い
き
、
そ
の
よ
う
な
も
の
も
今

後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三
輪
　
　
正 

議
員

Ｑ 

木
造
３
階
建
で
す
と
、
耐
震

や
部
屋
同
士
の
騒
音
の
問
題
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ 

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。

駅
前
地
域
交
流　
　
　

　
　
　

施
設
事
業

天
領
の
里
第
３
駐
車
場　

　

ト
イ
レ
設
置
事
業

社
会
福
祉
協
議
会　
　

　
　
　
　

補
助
金

き
ず
な
実
行
委
員
会　

　
　
　
　

負
担
金

4362万円1097万円

1846万円980万円

海
岸
清
掃
事
業　
　
　

1310万円

髙
桑
　
佳
子 

議
員

Ｑ 

町
単
費
で
建
設
す
る
も
の
で

子
育
て
支
援
型　
　
　
　

集
合
住
宅
建
設
事
業

1億2930万円

３月定例会において一般会計及び特別会計は予算審査特別委
員会に付託して審議しました。
一般会計は、33億2300万円、８特別会計は20億5160万
円で慎重審査致しました。（主な質疑内容）

予算審査特別委員会

仙海委員長

きずなコンサート風景

諸橋副委員長

海水浴場清掃（久田地内）
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１
・
７　

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　

９　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
82
号
）

　
　
　
　

第
１
回
全
員
協
議
会

　
　

15　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
82
号
）

２
・
５　

新
任
議
会
研
修
会
（
町
民
課
）

　
　

９　

佐
渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
推
進
県
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　

10　

新
任
議
会
研
修
会
（
建
設
課
）

　
　

12　

新
任
議
会
研
修
会
（
産
業
観
光
課
）

　
　

18　

新
任
議
会
研
修
会
（
保
健
福
祉
課
）

　
　

19　

第
２
回
全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

新
任
議
会
研
修
会
（
教
育
課
）

　
　

20　

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
新
潟
市
）

　
　

25　

新
任
議
会
研
修
会
（
総
務
課
）

　
　

26　

議
会
運
営
委
員
会

３
・
５　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

３
月
定
例
会
召
集
日

　
　

 　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
83
号
）

　
　

６　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

８　

東
京
出
雲
崎
会
総
会
（
東
京
）

　
　

10　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

11　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

14　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

第
３
回
全
員
協
議
会

　
　

20　

第
４
回
全
員
協
議
会

　
　

26　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
83
号
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

（
平
成
26
年
１
月
～
３
月
）

田
中
　
政
孝 

議
員

Ｑ 

地
籍
調
査
に
関
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
業
者

か
ら
提
示
さ
れ
た
計
画
に
対
し
て

内
容
を
精
査
し
な
が
ら
、
今
後
の

進
め
方
を
協
議
す
る
年
に
す
る
た

め
で
す
。

中
川
　
正
弘 

議
員

Ｑ 

高
額
と
思
う
が
、
誰
が
講
演

を
し
ま
す
か
。

Ａ 

「
五
体
不
満
足
」
の
著
者
、

乙
武
洋ひ

ろ
匡た

だ
さ
ん
の
講
演
で
す
。

　

講
演
料
の
他
、
本
人
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
方
や
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

と
移
動
を
す
る
た
め
に
昨
年
度
よ

り
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

三
輪
　
　
正 

議
員

Ｑ 

下
水
道
の
接
続
率
を
ア
ッ
プ

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ 

毎
年
文
書
に
よ
り
働
き
か
け

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
行
政
区
長

会
議
の
際
に
も
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。

諸
橋
　
和
史 

議
員

Ｑ 

主
に
ど
の
よ
う
な
物
が
売
れ

て
い
ま
す
か
。

Ａ 

良
寛
の
書
籍
類
や
遺
墨
、
紙

ふ
う
せ
ん
、
お
菓
子
な
ど
で
す
。

中
川
　
正
弘 

議
員

Ｑ 

年
度
内
に
一
集
落
に
つ
き
、

一
回
の
補
助
の
た
め
、
設
置
さ
れ

て
い
る
ご
み
箱
の
数
か
ら
し
て
補

助
が
受
け
づ
ら
い
の
で
、
制
度
の

見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ 

今
後
、
改
善
で
き
る
も
の
か

検
討
し
ま
す
。

中
野
　
勝
正 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ 

ご
当
地
国
際
グ
ル
メ
グ
ラ
ン

プ
リ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
も
あ
り

観
光
Ｐ
Ｒ
や
名
刺
用
の
台
紙
に
良

寛
さ
ま
の
俳
句
を
印
刷
し
た
り
、

観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
開
催
に
伴

う
増
額
で
す
。

地
籍
調
査　
　
　
　

教
育
講
演
会　
　
　
　

下
水
道
事
業　
　
　
　

良
寛
記
念
館　
　
　
　

　

物
品
売
払
収
入

ご
み
収
集
箱
設
置
事
業　

観
光
協
会
活
動
補
助
金　

171万円

350万円15万円

560万円観光ガイド養成講座
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（会期　３月５日～14日　10日間）３月定例会
定
例
会
で
は
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
26

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
条
例
の
一
部
改

正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
議
案
27
件
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
、
承
認
し
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
１
件
を
採
択

し
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

＊３月定例会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第７号） △    4273万円 36億   577万円

特

別

会

計

国民健康保険事業（第２号） 2118万円 6億2367万円

介 護 保 険 事 業（第２号） △      609万円 7億2450万円

簡 易 水 道 事 業（第４号） △    1350万円 1億9113万円

特定地域生活排水処理事業（第１号） △        40万円 1930万円

農業集落排水事業（第２号） △      150万円 1億5450万円

下 水 道 事 業（第３号） △      495万円 1億7291万円

住宅用地造成事業（第２号） △      337万円 4353万円

特別会計補正予算

一般会計補正予算

主 な 歳 出 （△は減額）

・一般被保険者療養給付費追加 …… 2154万円

・退職被保険者療養給付費追加 ……… 650万円

国民健康事業（第２号）

主 な 歳 出（△は減額）
・町有住宅解体工事（旧酒店建物）……… 432万円

・土地建物購入費（同上）……………… 300万円

・ふるさと出雲崎応援基金積立追加 … 698万円

・廃棄物処理事務委託料減
　（ごみ処理場、最終処理場）……………△559万円

・子ども子育て支援電子システム導入事業
　委託料 ………………………………… 840万円

・農地面積集積促進事業費補助金追加
　（担い手への農地集積推進事業）………… 452万円

・地質調査業務委託料
　（ＪＡ跡地集合住宅建設地）………………280万円

・中学校体育館照明等落下防止工事
　（天井照明、バスケット支柱等）…………3365万円

・居宅介護サービス給付費減 …… △2500万円

・施設介護サービス給付費追加 …… 2500万円

介護保険事業（第２号）

・排水管洗浄委託料減 ……………… △130万円

・管路工事減 ………………………… △500万円

簡易水道事業（第４号）

・一般会計繰出金減 ………………… △310万円
住宅用地造成事業（第２号）

主 な 歳 入 （△は減額）
・地方交付税追加 …………………… 6939万円

・学校施設環境改善交付金 ………… 1178万円

・安心こども基金事業補助金追加 …… 813万円

・財政調整基金利子追加
　（基金の一部を社債で運用）………………125万円

・ふるさと納税寄付金追加 …………… 698万円

・財政調整基金繰入減 ………… △1億1050万円

・施設維持修繕工事減 ……………… △100万円
農業集落排水事業（第２号）

△は減額
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◆
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
に
関

す
る
条
例
及
び
拡
張
工
事
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
人
口
減
少
に
よ
る
第
１
管
水
と
第
２

管
水
を
統
合
す
る
も
の

◆
公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す

る
協
定
の
一
部
変
更

・
和
島
運
動
広
場
が
学
校
教
育
施
設
に

所
管
替
の
た
め

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
井
鼻
地
区
、
藤
巻
地
区
、
川
東
地
区

の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

・
八
手
地
区
（
船
橋
）
、
西
越
地
区

（
沢
田
）
各
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

・
出
雲
崎
林
産
物
販
売
所
（
小
木
ノ
城

山
頂
）

　

６
施
設
の
指
定
管
理
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
31
年
３
月

31
日
の
５
年
間

　

指
定
管
理
者
は
全
て
変
更
な
し

可
決
し
た

　
　
条
例
改
正
な
ど

「
新
潟
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

休
止
業
務
の
早
期
再
開
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

請
願
第
１
号

全
会
一
致
で
採
択
に
決
定

◆
新
潟
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
休
止

業
務
の
早
期
再
開
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
先

　
　

新
潟
県
知
事
・
新
潟
県
議
会
議
長

請
　
願

可
決
し
た
意
見
書

平成25年度  政務活動費報告
議員氏名 交付額 支出内訳 合計 返納額調査研究費 研修費 会議費 資料作成費 資料購入費 広報費 事務費
山﨑 信義 60,000 27,698 25,685 11,587 64,970 0
田中 政孝 60,000 27,698 42,816 70,514 0
中川 正弘 60,000 20,398 28,970 19,309 68,677 0
中野 勝正 60,000 34,185 40,617 74,802 0
宮下 孝幸 60,000 40,184 20,761 60,945 0
三輪 　正 60,000 27,698 3,820 65,000 96,518 0
仙海 直樹 60,000 53,365 11,682 65,047 0
諸橋 和史 60,000 27,698 46,560 1,350 75,608 0
髙桑 佳子 45,000 17,298 15,440 14,051 46,789 0
加藤 修三 45,000 27,698 7,300 26,179 61,177 0

  ※月額5000円×25年度活動月数にて交付（加藤、髙桑議員は９ヶ月分）

（単位：円）

小木ノ城山頂の林産物販売所

－基本条例に基づき政務活動費を公表致します－

エコパークいずもざき監視特別委員会設置
・議会では、エコパークいずもざきの第３期工事に伴い町民の皆さんの安全安心確保のため、調

査、研究、監視を行うものとし、「エコパークいずもざき監視特別委員会」を設置しました。委
員長には田中政孝議員、副委員長には中川正弘議員が選任されました。
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◎
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
の
第

３
期
計
画
に
つ
い
て

町
長 

12
月
20
日
に
稲
川
住
民
に

説
明
し
、
私
と
し
て
は
第
３
期
工

事
を
受
け
入
れ
る
決
断
を
し
ま
し

た
。
１
期
２
期
の
跡
地
は
太
陽
光

発
電
を
考
え
て
い
ま
す
。

加
藤
議
員 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

で
、
基
準
値
オ
ー
バ
ー
の
対
策
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

（
国
際
標
準
規
格
）
を
と
っ
て
い

る
中
、
規
格
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
長 

今
後
数
値
を
注
視
し
、
県

の
技
術
者
に
し
っ
か
り
と
対
応
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
第
３
期
工
事
は

今
ま
で
以
上
に
完
璧
に
し
っ
か
り

し
た
も
の
を
作
り
ま
す
。

◎
天
領
の
里
観
光
用
公
衆
ト
イ
レ

の
建
設
に
つ
い
て

加
藤
・
髙
桑
議
員 

ベ
ビ
ー
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
や
腰
か
け
て
休
め
る
場
所

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

三
輪
議
員 

火
災
警
報
器
の
設
置

率
が
よ
く
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
特
に
高
齢
者
世
帯
の
設
置
に

つ
い
て
は
工
夫
し
て
進
め
て
く
だ

さ
い
。

町
長 

消
防
団
の
皆
さ
ん
が
巡
回

し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
々
に
は
了
解
が
あ

れ
ば
設
置
に
協
力
す
る
な
ど
し
て

す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
旧
酒
店
の
土
地
、
建
物
の
取
得

に
つ
い
て

町
長 

建
物
は
老
朽
化
が
進
み
、

危
険
な
状
態
で
す
。
近
く
に
は
災

害
住
宅
や
教
員
住
宅
が
あ
り
ま

す
。
裏
側
の
子
育
て
支
援
型
集
合

住
宅
の
建
設
や
旧
書
店
跡
地
と

の
、
全
体
構
想
の
中
で
生
き
る
土

地
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
購
入
す
る
方
向
で
進
ん
で
い

ま
す
。

◎
生
ゴ
ミ
の
回
収
袋
に
つ
い
て

田
中
議
員 

ピ
ン
ク
の
生
ゴ
ミ
回

収
袋
の
極
小
は
５
リ
ッ
ト
ル
で
す

が
、
世
帯
人
数
の
少
な
い
家
庭
に

は
こ
れ
で
も
大
き
す
ぎ
る
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
小
さ
い
も
の
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
課
長 

長
岡
市
で
は
昨
年
９

月
か
ら
２
リ
ッ
ト
ル
の
超
極
小
サ

イ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
長
岡

市
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
サ
イ
ズ

等
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
を
重

ね
て
か
ら
販
売
の
予
定
で
す
。

◎
消
防
の
消
火
活
動
に
つ
い
て

中
川
議
員 

海
岸
地
域
の
火
災
に

お
い
て
、
海
に
吸
水
管
を
下
ろ
す

の
に
苦
労
を
し
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
取
水
や
装
備
品
を
再
検

討
し
、
実
際
に
訓
練
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長 
今
回
の
消
火
活
動
を

踏
ま
え
て
消
防
の
最
高
幹
部
会
議

を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
水
利
の

見
直
し
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
海
で
作
業
を
す
る
こ
と
を

考
え
、
装
備
品
の
充
実
も
検
討
い

た
し
ま
す
。
訓
練
に
つ
い
て
幹
部

会
議
に
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
第
３

期
処
分
場
建
設
の
同
意
に
つ

い
て

町
長 

３
月
16
日
に
稲
川
集
落
総

会
に
お
い
て
、
建
設
に
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
跡
地
利

用
や
貢
献
策
に
責
任
を
持
っ
て
対

処
し
ま
す
。
こ
の
後
、
３
月
中
に

同
意
書
の
提
出
と
確
認
書
の
調
印

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

田
中
議
員 

全
町
民
に
対
す
る
広

報
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長 

各
集
落
や
団
体
で
の
会
合

の
折
に
説
明
は
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
「
広
報
い
ず
も
ざ

き
」
で
特
集
を
組
ん
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
型
集
合
住
宅
の
建

設
業
者
選
定
審
査
の
結
果
に

つ
い
て

建
設
課
長 

３
月
17
日
に
審
査
会

を
開
催
し
、
審
査
員
９
名
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

参
加
し
た
二
社
の
う
ち
、
長
岡
市

の
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス
株
式
会
社

に
決
定
し
ま
し
た
。

仙
海
議
員 

ど
ん
な
も
の
が
で
き

る
か
は
、
い
つ
頃
示
し
て
も
ら
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長 

決
定
は
し
ま
し
た

が
、
審
査
委
員
か
ら
、
も
う
少
し

工
夫
が
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
検
討
し
て
修
正
を
加

え
、
あ
る
程
度
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が

固
ま
っ
た
う
え
で
提
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
原
発
避
難
訓
練
に
つ
い
て

三
輪
議
員 

他
町
村
に
お
い
て
は

原
発
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
お

り
、
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

雲
崎
町
で
も
行
う
べ
き
で
す
し
、

そ
の
よ
う
な
計
画
が
あ
れ
ば
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長 

今
、
内
部
で
検
討
し

て
い
ま
す
。
町
内
の
業
者
か
ら
バ

ス
等
を
お
借
り
し
、
町
民
の
避

難
、
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
か

ど
う
か
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

全 

員 

協 

議 

会

第
１
回　

１
月
９
日

第
２
回　

２
月
19
日

第
３
回　

３
月
14
日

第
４
回　

３
月
20
日

一
口
メ
モ

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は

　
業
者
を
選
定
す
る
際
に
、

複
数
の
者
に
企
画
を
提
案
し

て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優

れ
た
者
を
選
定
す
る
こ
と
で
す
。

主
な
も
の
を
抜
粋
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す

旧　酒　店
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国
道
352
展
望
坂
拡
幅
に
つ
い
て

質
問 

昨
年
暮
れ
に
長
岡
地
域
振

興
局
か
ら
、
関
係
住
民
に
対
し
整

備
計
画
の
全
容
が
示
さ
れ
、
現
道

の
約
２
倍
の
広
さ
が
あ
る
事
は
分

か
っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
が
掛
か
る

の
か
は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
な
い

で
い
ま
す
。
早
期
に
詳
し
い
法
線

を
住
民
に
公
開
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

計
画
路
線
か
ら
、
県
で
費

用
対
効
果
な
ど
を
勘
案
し
た
、
新

規
事
業
採
択
路
線
と
し
て
認
め
ら

れ
、
26
年
度
は
ど
の
程
度
調
査
費

が
認
め
ら
れ
る
か
で
、
そ
の
後
詳

し
い
図
面
を
持
っ
て
、
関
係
町
民

に
説
明
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
平

行
し
て
測
量
や
地
質
調
査
な
ど
が

進
め
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

質
問 

展
望
坂
は
、
交
通
の
難
所

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
道

路
が
完
成
す
れ
ば
、
そ
れ
が
解
消

す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
岸
側

に
道
路
一
本
分
せ
り
出
し
、
ま
る

で
家
並
み
の
上
を
通
る
よ
う
な
感

覚
、
そ
の
向
こ
う
に
は
日
本
海
と

佐
渡
、
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
観
光
道
路

の
側
面
ま
で
持
つ
も
の
と
思
い
ま

す
。
不
安
に
思
う
町
民
に
対
し
、

何
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

答
弁 
町
は
住
民
の
不
安
は
痛
い

ほ
ど
良
く
分
か
る
の
で
、
県
・
国

に
任
せ
る
事
な
く
、
町
民
の
立
場

に
立
っ
て
、
補
償
・
補
填
、
移
転

な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
い
き
ま

す
。

質
問 

法
線
を
生
か
し
な
が

ら
、
こ
の
計
画
に
は
入
っ
て

い
な
い
、
石
井
神
社
下
の
擁

壁
の
改
修
や
、
展
望
坂
の
頂

上
に
駐
車
帯
を
作
っ
て
新
た

な
観
光
名
所
が
作
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
国
の
補

償
補
填
は
、
切
り
取
っ
た
部

分
の
補
償
だ
け
で
な
く
、
生

活
を
し
て
い
く
上
で
支
障
が

な
い
よ
う
な
補
償
に
し
て
く

れ
る
と
言
い
ま
す
が
、
早
く

住
民
に
そ
の
事
を
周
知
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

こ
の
道
路
改
良
は
今

回
を
逃
し
た
ら
、
二
度
と
無
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
早

期
の
着
工
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
事
は
、
同
感
で
は
あ
り
ま
す

が
、
計
画
が
進
ん
で
い
く
段
階

で
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
関
与

し
、
お
願
い
し
て
い
く
事
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
重
ね

て
、
町
民
の
側
に
立
っ
て
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
　
川
　
正
　
弘
　
議
員

道
路
拡
幅
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

早
期
の
着
工
と
完
成
を

付
帯
工
事
は
可
能
か

標準横断面図

●　車道　：　車線幅員３．０ｍの２車線（６．０ｍ）
●　歩道　：　２．５ｍ（海側に設置）

※現道の約２倍に拡幅

海側 山側
標準横断面図

１３．０ｍ

車道歩道
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メディアコントロールへの取り組み

質
問 

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
は
、
子
ど
も
達
が
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

電
子
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
時
間
を

減
ら
す
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

現
代
の
子
ど
も
達
は
、
こ
れ
ら

の
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
時
間

が
長
く
、
様
々
な
悪
影
響
が
出
始

め
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
小
中

学
生
の
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
の
使

用
に
つ
い
て
、
教
育
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

教
育
長 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

欠
か
せ
ず
、
そ
の
恩
恵
は
多
い

が
、
子
ど
も
達
の
過
度
な
利
用
や

依
存
は
健
全
な
育
成
に
良
い
影
響

を
与
え
ま
せ
ん
。

　

長
時
間
の
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
は

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
や
学
力
低
下
な
ど
、
子
ど
も
達

の
発
達
に
影
響
が
あ
り
、
メ
デ
ィ

ア
へ
の
接
触
時
間
を
少
な
く
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問 

今
の
時
代
に
合
っ
た
メ

デ
ィ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
小
中
学
校
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長 

小
学
校
で
は
、
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
イ
フ
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
生

活
習
慣
改
善
運
動
や
、
全
校
メ

デ
ィ
ア
実
態
調
査
、
学
年
懇
談
会

や
保
護
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
講

演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
小
学
校
と
同
様
で

す
が
、
他
に
生
活
を
見
直
す
元
気

ア
ッ
プ
週
間
と
し
て
、
睡
眠
時
間

６
時
間
以
上
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

触
を
２
時
間
以
内
と
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
、
乳
幼
児
健
診
時
や
保

育
園
と
も
連
携
し
て
早
期
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
。

教
育
長 

子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち

の
メ
デ
ィ
ア
教
育
は
保
護
者
、
家

庭
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
関

係
す
る
課
と
も
連
携
を
密
に
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問 

行
政
と
し
て
、
事
業
計
画

を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
け
な
い

も
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

本
年
度
は
、
町
の
教
育

計
画
に
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
取

り
組
み
を
含
む
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
、
学
年
に
応
じ
た
指

導
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
て
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問 

き
め
細
や
か
で
行
き
届
い

た
教
育
の
た
め
に
、
教
職
員
を
町

独
自
で
採
用
し
増
や
せ
な
い
も
の

か
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

町
独
自
で
の
採
用
は
可

能
で
、
現
在
も
教
育
補
助
員
な
ど

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
対
応
等
の
継
続
的
な
状
況

が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
が
、
ま
ず

は
教
師
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
行

き
届
い
た
指
導
に
つ
な
が
る
と
考

え
、
今
後
も
丁
寧
に
学
校
を
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

仙
　
海
　
直
　
樹
　
議
員

ど
う
考
え
る

接
触
時
間
を
少
な
く

学
校
で
の
取
り
組
み
は

早
期
の
啓
発
を

教
育
計
画
に
入
れ
る

教
職
員
の
増
加
は

事
業
計
画
の
策
定
を

保
護
者
の
協
力
が
不
可
欠

家庭の協力が不可欠（子育て教育講演会）
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ひらめ養殖場の施設について

質
問 

出
雲
崎
漁
業
生
産
組
合
に

よ
る
、
ひ
ら
め
の
養
殖
場
事
業
が

昭
和
58
年
開
始
、
平
成
11
年
休
止

で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
時
組
合
員
は
38
名
で
、

現
在
６
名
で
す
。

　

現
地
を
見
て
来
ま
し
た
が
、
大

変
荒
れ
て
い
ま
す
。
生
産
組
合
の

厳
し
い
事
情
も
理
解
で
き
ま
す

が
、
組
合
員
に
は
返
済
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。
返
済
に
対
す
る
具
体

的
な
考
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

話
の
中
に
あ
る
よ
う
に
設

立
当
時
38
名
で
、
現
在
組
合
員
は

少
な
い
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
返

済
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

当
時
の
社
会
産
業
常
任
委

員
会
と
し
て
は
、
補
助
金
の
返
済

に
対
す
る
指
示
や
命
令
は
で
き
ま

せ
ん
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。

質
問 

返
済
に
つ
い
て
は
、
行
政

（
町
・
県
・
国
）
が
求
め
る
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

今
現
在
、
休
止
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
返
済
し
ろ
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

質
問 
行
政
と
組
合
員
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
町
長
か

ら
議
会
に
議
案
を
提
案
さ
れ
た

ら
、
議
会
と
し
て
全
力
で
議
論
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
政
治
の
中

で
解
決
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

生
産
組
合
と
協
議
は
し

ま
す
が
、
補
助
金
返
済
額
は
町

で
200
万
円
く
ら
い
、
国
県
で
１
、

５
７
０
万
円
く
ら
い
な
の
で
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
返
済
い
た
だ

く
の
は
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

県
に
働
き
か
け
て
解
決
す
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

中
　
野
　
勝
　
正
　
議
員

返
済
の
義
務

行
政
と
し
て
は

委
員
会
の
考
え

県
に
働
き
か
け
る

議
会
と
し
て
は

返
済
に
つ
い
て

解決が待たれるひらめ養殖場跡地
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空き家対策条例の制定を

三
　
輪
　
　
　
正
　
議
員

質
問 

当
町
で
は
空
き
家
、
空
き

地
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
放
置

さ
れ
た
空
き
家
は
、
強
風
や
雪
な

ど
で
大
変
困
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
６
月
の
一
般
質
問
で

宮
下
議
員
も
空
き
家
対
策
で
質
問

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
よ
り
深

刻
な
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
13
市
町
村
が
条
例
を

制
定
し
、
今
後
増
え
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
早
期
の
条
例
制
定
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

個
人
の
財
産
に
町
が
介
入

す
る
事
は
問
題
が
あ
り
、
今
ま
で

問
題
が
生
じ
た
時
は
、
所
有
者
や

区
長
さ
ん
な
ど
と
対
応
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
条
例
制
定
に
向
け
て
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問 

現
在
あ
る
「
空
き
家
空
き

地
情
報
バ
ン
ク
」
を
も
っ
と
活
用

し
て
、
空
き
家
等
を
早
目
に
登
録

し
て
、
町
外
の
希
望
者
に
活
用
を

進
め
て
、
定
住
人
口
の
増
加
を
図

る
べ
き
で
す
。
ま
た
町
内
の
空
き

家
、
空
き
地
の
調
査
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁 

空
き
家
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
、
共
有
し
て
い
く
。
空
き

家
、
空
き
地
の
有
効
利
用
、
活
用

を
町
と
し
て
考
え
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
に
全
員
協
議
会
と
一
般
質
問

で
佐
渡
金
銀
山
と
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
が
そ

の
後
、
登
録
運
動
は
大
き
く
進
展

し
、
推
進
県
民
会
議
も
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
の
発
足
式
に
は
町
長

議
長
な
ど
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
登

録
は
金
銀
山
の
荷
揚
港
だ
っ
た
出

雲
崎
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス

と
な
り
ま
す
。
今
後
の
町
の
具
体

的
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

平
成
28
年
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
な

ど
、
29
年
に
登
録
を
目
標
に
し
て

お
り
ま
す
。
観
光
用
名
刺
に
登
録

運
動
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
掲
載
致
し

ま
す
。
今
後
、
甲
斐
佐
渡
市
長
と

連
携
し
て
運
動
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

質
問 

佐
渡
の
金
銀
山
は
全
量
出

雲
崎
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
、
北
国
街

道
を
通
行
し
て
江
戸
ま
で
運
ば
れ

た
。
関
連
の
遺
跡
と
し
て
「
御
金

蔵
跡
」
を
明
示
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
。

答
弁 

御
金
蔵
跡
は
以
前
、
発
掘

調
査
を
行
な
っ
た
が
、
確
定
ま
で

に
到
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
期
の
制
定
が
必
要
で
あ
る

条
例
制
定
に
取
組
み
た
い

情
報
バ
ン
ク
の
充
実
を

空
き
家
な
ど
有
効
利
用
進
め
る

佐
渡
金
銀
山

世
界
遺
産
登
録
運
動
の
取
組
み
強
化
を

御
金
蔵
跡
の
明
示
を

29
年
の
登
録
を
目
標
に

危険な道路脇の建物

古地図に記載の「御金蔵」
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出雲崎町の地域力を　　
　　　　　高めるために

質
問 

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
を
取
り

巻
く
環
境
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。
少
数
の
若
い
世
代
が

多
数
の
高
齢
者
を
支
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
で

見
守
り
地
域
で
支
え
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
必
ず
来
る
超
高
齢
化
社
会

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
今
、
地
域

の
力
を
つ
け
て
い
く
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
出
雲
崎
町

の
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
次
の
３
点
を
伺
い
ま

す
。

質
問 

出
雲
崎
町
に
は
企
業
や
団

体
を
退
職
さ
れ
、
豊
富
な
知
識
や

経
験
を
お
持
ち
の
シ
ニ
ア
層
の
方

た
ち
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
活
動
に
課
題
を
感
じ
な
が
ら

も
、
そ
の
問
題
点
を
共
有
し
た
り

話
し
合
っ
た
り
す
る
場
が
限
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
他

町
村
で
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
積
極
的
に
交
流

し
、
参
加
費
や
交
通
費
を
補
助
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
弁 

以
前
に
は
町
お
こ
し
委
員

会
な
ど
、
積
極
的
に
町
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

そ
の
様
々
な
提
言
か
ら
今
日
の
出

雲
崎
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
活
動
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
組
織
を
活
用

し
て
、
若
い
人
の
意
見
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
機
会
を
持
ち
、
シ

ニ
ア
層
か
ら
も
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
定
住
自
立
圏
で
分
野
ご
と

に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
る
の
か

整
理
し
て
、
積
極
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問 

町
の
「
地
域
づ
く
り
応

援
」
の
補
助
金
制
度
は
対
象
事
業

が
広
く
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。

ま
た
、
県
で
も
様
々
な
補
助
金
制

度
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
募
集
は

不
定
期
で
一
般
に
は
申
請
し
づ
ら

い
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
扱
い
窓

口
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

窓
口
の
一
本
化
は
今
の
と

こ
ろ
人
員
配
置
の
関
係
上
、
難
し

い
と
考
え
ま
す
。「
地
域
作
り
応

援
」
補
助
制
度
は
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
お
金
だ
け
で
は
地

域
の
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
今

後
、
何
か
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
方
々
に
は
、
是
非
相
談
に
来
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

サ
ロ
ン
事
業
が
現
在
９
カ

所
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
と
は
別
に
、
い
つ
で
も
だ
れ
で

も
が
利
用
で
き
る
「
地
域
の
お
茶

の
間
」
を
設
置
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
既
存
の
施
設
や
空
家
の
活

用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

答
弁 

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
サ

ロ
ン
事
業
に
私
も
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
楽
し

く
い
い
雰
囲
気
で
す
。
こ
れ
を

も
っ
と
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
。

地
域
が
結
束
す
る
に
は
そ
う
い
う

場
所
、
機
会
を
持
つ
の
は
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
駅
前
に
も
そ

う
い
っ
た
場
所
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
別
に
こ
こ
に
と
い

う
話
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

髙
　
桑
　
佳
　
子
　
議
員

人
材
の
発
掘
・
育
成
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

定
住
自
立
圏
の
交
流
を

　
　
　
　
　

整
理
す
る

町
補
助
金
制
度
の

　
　
　
　

利
用
促
進
を

サ
ロ
ン
事
業
を

　
　
　

拡
充
さ
せ
た
い

活
動
資
金
の
確
保
を

地
域
の
お
茶
の
間
設
置
を

小釜谷サロンにて
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編
集
後
記

　
私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の

皆
様
の
声
、
地
域
の
声
を
行

政
に
届
け
、
町
が
発
展
す
る

た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
積
み
上
げ
て
い
く
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

で
は
読
ん
で
も
ら
え
る
、
わ

か
り
や
す
い
、
親
し
み
や
す

い
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り

ま
す
が
、
改
善
の
余
地
は
ま

だ
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
議
会
を
結

ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
、
皆
様
の

ち
ょ
っ
と
し
た
感
想
、
ご
意

見
を
お
気
軽
に
議
会
に
お
寄

せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
　
（
三
輪
　
正
）

　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
三
輪
　
正

　
　
副
委
員
長
　
仙
海
直
樹

　
　
委
　
員
　
　
加
藤
修
三

　
　
委
　
員
　
　
髙
桑
佳
子

表
紙
の
小
話

町

民

の

声

地を這うように広がる特異な獄門跡の老榎

　史
跡
と
か
か
わ
っ
て　佐

藤

　光
代

尼
瀬

　
ま
ぶ
し
い
春
の
日
差
し
で
ハ
ッ

と
目
覚
め
た
よ
う
に
、
木
々
や
草

花
た
ち
が
一
斉
に
色
を
纏
い
始
め

る
、
そ
ん
な
う
れ
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
桜
に
は
少
し
早
い
け
れ
ど
、
レ

ン
ギ
ョ
ウ
や
水
仙
の
鮮
や
か
な
黄

色
が
風
に
揺
れ
て
い
た
四
月
七

日
、
出
雲
崎
の
小
中
学
校
、
高
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
雲
崎
小
学
校
の
新
一
年
生

は
、
校
長
先
生
の
学
校
が
楽
し
く

な
る
三
つ
の
約
束
、
「
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」
「
仲

良
く
し
ま
し
ょ
う
」
「
安
全
に
気

を
つ
け
て
」
の
お
話
に
、「
は
い
」

と
可
愛
ら
し
く
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
出
雲
崎
の
宝
物
の
子
ど
も
た

ち
、
ど
う
か
明
る
く
健
や
か
に
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
（
髙
桑
佳
子
）

し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
９
月
１
日
の
供

養
祭
等
、
町
内
の
皆
さ
ん
と
お

世
話
し
て
お
り
ま
す
。
先
代
か

ら
義
父
母
と
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
こ
の
史
跡
を
、
今
こ
う
し

て
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
責

任
を
感
じ
ま
す
。

　
近
頃
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

方
々
が
季
節
を
問
わ
ず
訪
ね
て

来
ら
れ
ま
す
。
最
近
、
講
談
師

の
神
田
山
陽
さ
ん
が
良
寛
さ
ん

の
故
郷
で
獄
門
跡
を
訪
ね
た
こ

と
が
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
内
も
高
齢
化
、
住
民
減
少

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
雑
談
し

な
が
ら
声
を
か
け
合
い
、
落
葉

清
掃
、
草
刈
り
等
、
汗
を
流
し

て
仕
事
を
す
る
と
き
は
楽
し
く

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
身
近
に
古
い
歴
史
を
感
じ
、

今
い
る
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も

こ
の
町
の
指
定
文
化
財
を
後
世

へ
立
派
に
残
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
来
町
者
の
た
め

に
駐
車
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地

に
設
け
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

周
り
を
整
備
し
て
、
海
を
眺

め
、
思
い
を
巡
ら
す
史
跡
の
一

環
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
ま
た
皆
さ
ん
と
仲
良

く
健
康
に
留
意
し
、
お
世
話
の

で
き
る
日
々
を
待
っ
て
お
り
ま

す
。

　
尼
瀬
の
獄
門
跡
に
あ
る
、
往

時
を
し
の
ぶ
、
大
き
な
２
本
の

ニ
レ
科
の
老
榎
に
つ
い
て
、
元

新
潟
大
学
教
授
石
澤
進
氏
が
特

異
な
樹
形
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

　
出
雲
崎
中
学
生
と
の
意
見
交
換

会
の
記
事
に
お
名
前
の
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　
誤
　 

佐
藤
　
俊
介 

さ
ん

　
正
　 

佐
藤
　
駿
介 

さ
ん

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。 ● 

訂

　正 

●
（
第
82
号
）

　
発
行
は
年
４
回
。
発
行
日

は
４
月
20
日
・
７
月
20
日
・

10
月
20
日
・
１
月
20
日
で
す
。

　
定
例
会
（
６
月
・
９
月
・

12
月
・
３
月
）
を
中
心
に
編

集
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

　
　
　発
行
予
定

ま
と


